
　　　　

令和7 年 1 月 22 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

・季節行事

（別添資料１）

家族支援

・連絡ノート、送迎時等、随時情報共有を行います。

・家族からの相談や悩みに対して助言を行います。 移行支援

・学校や学童などへ情報共有し提供します。

・カンファレンスや支援会議に参加します。

地域支援・地域連携

・関係機関に様子を報告するなど情報共有し密な連携を図ります。

・地域の公共施設を利用し地域資源を活用します。

・療育的視点での提供、助言を行います。
職員の質の向上

・新人職員研修

・法定研修（接遇、虐待防止、ハラスメント、感染予防、人権等）

・ケース検討会

支　援　内　容

・健康状態の把握、体調変化時は、保護者への状況報告を行います。

・食事、衣類の脱着、排泄等の生活に必要な基本的技術の獲得できるように支援をします。

・生活の中での課題をご家族様から伺い個別支援として取り組めるように支援をします。

・視覚、感覚、聴覚等の感覚を十分に活用できる遊びを通して支援をします。

・運動に係る基本的な技能の向上に向けビジョントレーニングや姿勢、体幹、柔軟性など取り入れた支援をします。

・日常に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動機能、生活動作の観察を行い必要に応じて個別支援をします。

本

人

支

援

・ルールの理解及びタイムタイマーを取り入れ適切な行動への対応支援をします。

・主体的な活動を通して遊びを深めていくことで認知力の向上に繋がるように支援をします。

・制作活動を通して四季を感じられるように支援をします。

・相手の言葉を理解し自分の考えや思いを伝えることができるように支援します。

・多くの言葉に触れ言葉と意味を結びつける等、言語の習得ができるように支援します。

・小集団、個別にて言語の受容、表出できるように支援します。

・小集団、個別にて集団参加するための手順やルールの理解ができるように支援します。

・人とのふらあい感情や不安に寄り添い安定した関係の構築ができるように支援します。

・見通しを立てることで自分の気持ちに折り合いをつける経験を重ね実践できるように支援します。

支援方針

・子どもの発達に応じて必要となる基本的日常生活や自立支援をするための活動を行います。子どもが意欲的に関われるように遊びを通して成功体験を積み増やを促し自己肯定感を

育めるようにします。

・表現できる喜びを体験できるようにします。日頃からできるだけ自然に触れる機会を設け、季節の変化に興味をもてるように、豊かな感性を養います。

・他の社会福祉事業所や地域において多様な学習・体験・交流活動などと連携、ボランティアの受け入れなどに積極的に地域との交流を図ります。

・子どもが望む遊び自分自身をリラックスさせる練習などの諸活動を自己選択して取り組む経験を積んでいくために、多様なプログラムを用意し、ゆったりした雰囲気の中で行える

ように工夫します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

・「いつまでも住み慣れた自宅での生活を」という基本理念を元に、利用者の方々の個性や今までの生活感を尊重し、生きがいを持って残された人生を有意義に生活して頂くようにサポートに努めます。

・地域との関わりを持ちながら社会参加を促進する。

・リハビリテーションを提供することで心身ともに元気に

・家でも、どこでも、いつでも、えがおで

事業所名 スマイルキッズステーション　ハッピーきらきら 作成日支援プログラム

あり


